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人文社会学部 言語文化学科 中国語アジア文化専攻 

（男） 昭和 25 年生 
教授 菊 池  忠 純 

（キクチ タダヨシ）（Tadayoshi Kikuchi） 

   
学 位 名 文学修士 大阪大学  

◆ 学 位 
取得方法 論文 昭和 53 年取得  

大 学 早稲田大学第一文学部東洋史学専攻課程 昭和 47 年卒業 
◆ 学 歴 

大 学 院 大阪大学大学院文学研究科博士後期課程 昭和 58 年単位修得退学 

� キャリア委員 �  ◆ 学 内 職 務 

（平成 22 年度） �  �  

� 言語文化（アラビア文化）演習 � 西アジア文化史 ◆ 担当授業科目 

（平成 22 年度） � アジア史Ｉ � 中東現代史 

◆ 職務上の実績に関する事項（資格,免許,特許,等） 

�  

◆ 専門研究分野 ◆ キ ー ワ ー ド 

� ワクフ（寄進） � アラビア語 
東洋史学 西アジア史 

� 東西交渉・商業 � イスラム 

◆ 研 究 概 要 中世西アジア社会史 

� オリエント学会 � 中東学会 
◆ 所 属 学 会 

� 比較都市史研究会 � 関西アラブ研究会 

◆ 主要著書（５件程度） 

書名・タイトル 単/共 発行年月日 発行所,発表雑誌等,発表学会の名称 

� 

『中世イスラム時代ア

ラビア語文書資料建久

文献目録Ｉ』  

単 昭和 63 年 2 月 15 日 アラブ語センター 

�     

�     

�     

�     

◆ 主要論文（５件程度） 

書名・タイトル 単/共 発行年月日 発行所,発表雑誌等,発表学会の名称 

� 

「マムルーク朝時代一

五世紀末の一史書の成

立過程について －－

'Abdal-Basit al-Hanafi

のイスラム暦八四八年 

_西暦一四四四年四月二

〇日から一四四五年四

月八日の叙述の検討を

通じて－－」 

単 平成 12 年 12 月 31 日 
『東洋史研究』第 59 巻第 3 号、34 頁－81

頁 

� 

「マムルーク朝時代末

期の歴史家をめぐる知

的環境----アブドル＝

バースィトにとって

Dhayl を書くということ

と自伝的記述について」 

単 平成 14 年 12 月 27 日 
『関西アラブ・イスラム研究』第 2 号、41

頁−51 頁 
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� 

An Analysis of ‘Abd 

al-Basit al-Hanafi 

al-Malatis Description 

of the Year 848 : On the 

Process of Writing 

History in the Late 

Fifteenth Century 

単 平成 18 年 3 月 

Mamluk Studies Review vol.10 (1) 

 pp.29-54.  

( The University of Chicago) 

� 

「15 世紀後半西地中海

の都市社会――アブ

ド・アル＝バースィトの

旅」 

単 平成 21 年 9 月 25 日 
『四天王寺大学紀要・人文社会学部・教育

学部・経営学部』第 48 号、1頁－18 頁 

� 

「マムルーク朝時代の

カイロのマンスール病

院について―ワウフ設

定文書の再検討を通じ

て」 

単 平成 4年 3月 31 日 

藤本勝次、加藤一朗両先生古稀記念会編

『中近東文化史論叢』（同朋舎出版） 

47-67 頁 

◆ その他（５件程度） 

書名・タイトル 単/共 発行年月日 発行所,発表雑誌等,発表学会の名称 

� 

「海のネットワークの

形成と発展—マムルーク

時代を中心に—」 

単 平成 13 年 3 月 31 日 
大阪府高等学校社会科（地歴・公民）研究

会世界史部会（大阪府教育会館） 

� 「ヒスバ」 単 平成 14 年 2 月 15 日 『歴史学事典』第 9巻、pp.496−7（弘文堂） 

� 「ムフタシブ」 単 平成 14 年 2 月 15 日 『歴史学事典』第 9巻、pp.610-1（弘文堂） 

� 
「バグダッド 大いな

る知恵の館」の編集協力 
共 平成15年10月 12日放送 NHK スペシャル・文明の道・第 6集 

� 

『イブン・ジュバイルの

旅行記』の分担翻訳と地

図作成、注の全体的な書

き直し 

共 平成 21 年 7 月 13 日 

藤本勝次・池田修監訳『イブン・ジュバイ

ルの旅行記』（講談社学術文庫）494 頁－

509 頁 

 


